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令和７年度　阿久根市施政方針令和７年度　阿久根市施政方針

「宝のまち あくね」「宝のまち あくね」
を次の時代に継ぐを次の時代に継ぐ

２月 25 日に開会された第１回定２月 25 日に開会された第１回定
例市議会本会議で、西平良将市長例市議会本会議で、西平良将市長
が、令和７年度施政方針を発表しが、令和７年度施政方針を発表し
ました。ました。

阿久根市長阿久根市長

西平 良将西平 良将

　

昨
年
は
、
１
月
１
日
に
能
登
半
島

に
お
い
て
震
度
７
の
地
震
が
発
生

し
、
建
物
の
倒
壊
や
火
災
な
ど
に

よ
っ
て
多
く
の
尊
い
人
命
が
失
わ

れ
、
８
月
に
は
日
向
灘
で
発
生
し
た

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
１
の
地
震
に

関
し
て
、
気
象
庁
か
ら
南
海
ト
ラ
フ

地
震
の
注
意
を
呼
び
掛
け
る
臨
時
情

報
が
初
め
て
発
表
さ
れ
る
な
ど
、
地

震
災
害
へ
の
恐
怖
と
不
安
が
広
が
り

ま
し
た
。

　

私
は
、
市
長
と
し
て
４
期
目
の
任

期
を
折
り
返
し
、
本
市
を
取
り
巻
く

課
題
の
解
決
と
ま
ち
の
活
性
化
を
通

じ
て
、
市
の
将
来
像
と
し
て
掲
げ
て

き
た
「
帰
っ
て
き
た
く
な
る　

行
っ

て
み
た
く
な
る　

東
シ
ナ
海
の
宝
の

ま
ち
あ
く
ね
」
の
実
現
に
向
け
、
引

き
続
き
確
実
に
施
策
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

特
に
、
令
和
５
年
度
か
ら
市
政
の

特
に
、
令
和
５
年
度
か
ら
市
政
の

６
つ
の
分
野
を
重
点
施
策
と
位
置
付

６
つ
の
分
野
を
重
点
施
策
と
位
置
付

け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
「
た
か
ら

け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
「
た
か
ら

の
ま
ち
」
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
委
嘱

の
ま
ち
」
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
委
嘱

し
、
地
域
再
生
へ
の
助
言
や
提
言
を

し
、
地
域
再
生
へ
の
助
言
や
提
言
を

い
た
だ
き
関
係
者
と
の
議
論
を
重
ね

い
た
だ
き
関
係
者
と
の
議
論
を
重
ね

て
き
て
お
り
ま
す
。
こ
の
間
の
議
論

て
き
て
お
り
ま
す
。
こ
の
間
の
議
論

を
踏
ま
え
、
効
果
的
な
施
策
の
展
開

を
踏
ま
え
、
効
果
的
な
施
策
の
展
開

を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え

を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え

て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。
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こ
の
こ
と
か
ら
、
令
和
７
年
度
の

市
政
の
基
本
方
針
を
、引
き
続
き「
海

を
拓ひ

ら

く
」「
里
を
守
る
」「
山
を
育
て

る
」
を
柱
と
し
、

・
豊
か
な
恵
み
を
生
か
し
た
循
環
型

経
済
の
促
進
、

・
生
活
の
平
穏
を
守
る
安
ら
ぎ
の
基

盤
づ
く
り
、

・
多
彩
な
人
々
に
よ
る
未
来
の
創
造

を
目
指
し
、
本
市
が
直
面
す
る
課
題

や
市
政
の
各
分
野
の
施
策
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

現
在
、
全
国
的
に
急
速
な
人
口
減

少
が
続
く
中
、
多
く
の
自
治
体
で
は

ま
ち
の
姿
が
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。

　

一
方
で
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
や
Ａ
Ｉ

（
人
工
知
能
）
を
活
用
し
て
課
題
を

克
服
す
る
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の

取
り
組
み
も
始
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

時
代
が
大
き
く
動
こ
う
と
す
る
と

き
、
こ
れ
ま
で
も
私
た
ち
は
過
去
の

歴
史
に
学
び
、
新
た
な
知
恵
を
加
え

な
が
ら
、
勇
気
を
持
っ
て
未
来
を
切

り
開
い
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
戦
後
80
年
を
迎
え
ま
す
。

節
目
と
な
る
こ
の
年
は
、
先
人
た
ち

が
築
き
上
げ
た
こ
の
「
宝
の
ま
ち　

あ
く
ね
」
を
次
の
時
代
に
確
実
に
引

き
継
ぐ
た
め
、
行
政
の
み
な
ら
ず
市

き
継
ぐ
た
め
、
行
政
の
み
な
ら
ず
市

民
一
人
一
人
が
ま
ち
の
未
来
を
考

民
一
人
一
人
が
ま
ち
の
未
来
を
考

え
、
英
知
を
磨
き
、
ア
イ
デ
ア
を
出

え
、
英
知
を
磨
き
、
ア
イ
デ
ア
を
出

し
合
い
、
思
い
を
一
つ
に
し
て
果
敢

し
合
い
、
思
い
を
一
つ
に
し
て
果
敢

に
前
に
進
む

に
前
に
進
む
時時と

き

と

き代代
で
あ
り
ま
す
。

で
あ
り
ま
す
。

　

私
は
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
ま
ち

　

私
は
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
ま
ち

づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
を
重
ね
、
新

づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
を
重
ね
、
新

た
な
歴
史
の
扉
を
開
く
た
め
、
豊
か

た
な
歴
史
の
扉
を
開
く
た
め
、
豊
か

な
ふ
る
さ
と
阿
久
根
の
リ
ー
ダ
ー
と

な
ふ
る
さ
と
阿
久
根
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て　
「

し
て　
「
不不ふ

く
つ
ふ
と
う

ふ
く
つ
ふ
と
う

屈
不
撓

屈
不
撓
」
の
精
神
で
、

」
の
精
神
で
、

全
力
で
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り

全
力
で
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
理
解

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
す
。

つの「たから」の連携３３
海を拓く海を拓く

観光を機軸にしたにぎわいの創出や移住定住
事業の促進、地域資源を活用した特産品の開
発など産業の振興による恵みを地域経済に還
元する取り組みを進めます。

循環型経済

里を守る里を守る

子ども・子育て支援と高齢者や障がい者の生
きがいづくりの支援を推進するとともに、全
ての世代の生活の質の向上につながる取り組
みを進めます。

安心安全なまちづくり

山を育てる山を育てる

持続可能なまちづくりに向けた再生可能エネ
ルギー事業や環境対策に取り組むとともに、
まちづくりの担い手となる人材を育てる環境
整備などを進めます。

次の世代への投資

3



各分野の各分野の
具体的な具体的な
取り組み取り組み

⚫民間活力を導入した青果市場跡
　地の整備の推進
⚫空き家バンク制度の有効活用や
　空き家・空き店舗の利活用を通
　して移住定住の推進
⚫乗合タクシーの利用促進、企業
　版ふるさと納税を活用した市内
　の交通空白地域の解消や運転手　
　不足などの課題解決への取り組
　みの推進
⚫住民票などのコンビニ交付の利
　用促進やインターネットから市
　の施設予約ができる「公共施設
　予約システム」の運用開始など
　行政サービスのデジタル化の推
　進

まちづくり・ＤⅩまちづくり・ＤⅩ

⚫地域内再生可能エネルギー活用
　モデル構築事業を通じて「自立
　循環型社会の構築」「防災力の　
　向上」および「地域の脱炭素化」
　の取り組みの推進
⚫市民生活に密着した環境対策を
　基本にした脱炭素社会と循環型
　社会の形成
⚫生ごみ堆肥化事業やごみ出し困
　難者支援のための戸別収集事業
　の継続によりごみの減量化の推
　進や市民生活をサポート
⚫民間企業と締結した協定に基づ
　きペットボトルの水平リサイク
　ルの取り組みの推進
⚫飼い主のいない猫の不妊去勢手
　術助成の継続

環境・脱炭素環境・脱炭素

令和７年度　阿久根市施政方針令和７年度　阿久根市施政方針

⚫新規就農者の支援や福祉施設と
　の農福連携の推進、地域の多様
　な人材の活用
⚫森林環境譲与税を活用した森林
　整備や林道の整備・改修
⚫阿久根漁港に整備したフィッシ
　ュポンプを活用し、県外旋網船
　団の誘致
⚫専門家の技術指導による鮮魚の
　付加価値向上の取り組み
⚫ふるさと納税の寄附額増に向け
　た取り組みの推進、市内事業者
　の販路拡大、新商品開発の取り
　組み支援
⚫阿久根地域づくり事業協同組合
　が実施する組合員事業者へのマ
　ルチワーカー派遣の支援

産業産業

⚫子ども医療費について、全ての
　子どもを対象に窓口での負担の
　ない現物給付方式を実施
⚫産後ケア事業の拡充や 24 時間
　体制で医師に相談できる子育て
　世帯向け医療相談事業の実施
⚫子どもが病気の際の病児保育事
　業の開始
⚫出水郡医師会広域医療センター
　に対する支援
⚫高齢者等福祉タクシー利用助成
　事業による移動支援の充実
⚫ AI を活用した特定健診の受診　
　勧奨

子育て・福祉・健康子育て・福祉・健康
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⚫台湾台南市善化区から高校生を
　受け入れるなど、人材育成や交
　流の促進
⚫阿久根の強みを生かした観光推
　進体制の強化
⚫体験型観光コンテンツの充実や
　飲食・宿泊事業者との連携、「食」
　に特化した取り組みの強化
⚫番所丘公園の新たなオートキャ
　ンプ場の整備やキャンプ利用者
　への温泉利用補助券の支給

観光・交流観光・交流

⚫大規模な災害発生に備え、避難
　所での生活環境向上に必要な物
　資などの備蓄の充実
⚫訓練の実施や課題の検証などを
　通して、原子力防災の実効性向
　上への取り組み
⚫資機材の整備と消防団や関係機
　関との連携により、地域防災力
　の強化
⚫北薩３消防本部指令センターの
　機能的な運用

防災・消防防災・消防

⚫子どもたちへの良好な教育環境
　を提供する視点を重視し、保護
　者や地域住民の意見を踏まえ個　
　々の学校の状況に応じた学校規
　模適正化の検討
⚫ＧＩＧＡスクール構想における
　一人一台のタブレット端末の利
　用の促進とデジタル教科書の活　
　用などを推進
⚫電子図書館のコンテンツの充実
　など、市立図書館の利用者増の
　取り組みの推進
⚫阿久根産の木材を活用した新市
　立図書館建設に向けた取り組み
　を推進

教育教育

⚫県の名勝でもある「牛之浜海岸」
　周辺の眺望の確保
⚫中央線（鶴川内）の道路改良工
　事や橋梁の修繕工事の継続、黒
　之瀬戸線の道路改良工事を実施
⚫宮之前水源地から桜ケ丘配水池
　までの送水管更新
⚫県道脇本赤瀬川線の永田上地区
　での新たな配水管の布設、老朽
　管の耐震化更新

水道・土木水道・土木

各 分 野 の 具 体 的 事 業 な ど は 、広
報 あ く ね ４ 月 号 で 紹 介 し ま す 。
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市政ニュース
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第
33
回
生
涯
学
習
フ
ェ
ア
開
催

生
涯
学
習
の
成
果
を
発
表

　
市
民
が
日
頃
の
生
涯
学
習
の
成
果
を
発
表

す
る
生
涯
学
習
フ
ェ
ア
を
２
月
２
日
に
風
テ

ラ
ス
あ
く
ね
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
初
め
に
開
会
に
先
立
ち
、Akune 

Guitar Circle

が
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ

タ
ー
の
演
奏
を
行
い
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

を
飾
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
開
会
行
事
で
は
、
鶴
川
内
中
３
年

の
児
玉
成な

る
み海

さ
ん
に
よ
る
市
民
憲
章
唱
和

や
、
令
和
６
年
度
の
社
会
体
育
功
労
者
な
ど

の
表
彰
（
19
頁
掲
載
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
生
涯
学
習
の
ひ
と
と
き
」
で
は
、
今
年

度
の
小
・
中
学
校
弁
論
大
会
で
最
優
秀
賞
を

受
賞
し
た
大
川
小
６
年
の
古
田
結ゆ

い音
さ
ん
と

鶴
川
内
中
３
年
の
道
上
葉は

づ
き月
さ
ん
に
よ
る
弁

論
発
表
、
市
青
少
年
派
遣
事
業
で
台
湾
台
南

市
善
化
区
へ
派
遣
さ
れ
た
鶴
翔
高
校
や
市
内

中
学
校
の
生
徒
に
よ
る
体
験
発
表
、
生
涯
学

習
講
座
「
初
級
フ
ラ
メ
ン
コ
」
と
「
レ
ク
ダ

ン
ス
」
の
演
技
披
露
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ロ
ビ
ー
で
は
、
生
涯
学
習
講
座

「
絵
手
紙
」「
書
道
」「
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
」「
ク

レ
イ
ク
ラ
フ
ト
」「
ア
ト
リ
エ
」
や
高
齢
者

学
級
の
作
品
展
示
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

国
・
県
・
９
市
町
合
同　

原
子
力
防
災
訓
練
実
施

大
川
地
区
を
対
象
に
広
域
避
難
訓
練

　
２
月
14
日
か
ら
２
月
16
日
の
３
日
間
、

原
子
力
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
例

年
、
県
と
川
内
原
子
力
発
電
所
か
ら
30
キ

ロ
圏
内
の
９
自
治
体
の
主
催
で
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
今
回
は
国
の
原
子
力
総
合
防

災
訓
練
が
合
同
開
催
さ
れ
、
内
閣
府
と
も

連
携
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
地
震
に
よ
る
原
子
力
発
電
所
の
事
故
を

想
定
し
、
事
故
の
進
展
に
応
じ
て
、
内
閣

府
、
県
、
関
係
市
町
、
関
係
機
関
が
協
働
・

連
携
し
、
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
14
日
の
午
後
に
地
震
が
発
生
し
た
想
定

で
、
市
で
は
、
14
日
に
は
オ
フ
サ
イ
ト
セ

ン
タ
ー
へ
の
職
員
派
遣
な
ど
の
初
動
対
応

訓
練
、
15
日
に
は
防
護
措
置
の
実
施
を
決

定
す
る
ま
で
の
流
れ
や
広
報
周
知
方
法
を

確
認
す
る
な
ど
の
意
思
決
定
訓
練
、
16
日

に
は
住
民
避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
16
日
の
住
民
避
難
訓
練
で
は
、
大
川
地

区
を
対
象
と
し
て
、
住
民
56
人
が
参
加

し
、
集
合
場
所
で
あ
る
西
目
地
区
集
会
施

設
か
ら
、
出
水
市
に
設
置
さ
れ
た
避
難
退

域
時
検
査
場
所
を
経
由
し
、
熊
本
県
芦
北

町
の
あ
し
き
た
青
少
年
の
家
へ
の
広
域
避

難
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

▲市災害対策本部の様子

▲原子力防災アプリで
　避難者受付

▲放射線の基礎知識に関
　する講習会

▲避難退域時検査場所での検
　査の様子（出水市）

▲簡易ベッド・パーテーシ
　ョン設営体験（芦北町）
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風
テ
ラ
ス
あ
く
ね
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

さ
ま
ざ
ま
な
楽
器
の
音
色
を
楽
し
む

　
２
月
16
日
に
「
風
テ
ラ
ス
あ
く
ね
ロ
ビ
ー
コ

ン
サ
ー
ト“YUM

EIRO

（
夢
色
）”

」
を
開
催
し
ま

し
た
。
出
演
者
は
、
音
楽
が
大
好
き
な
方
々
の

成
長
と
感
動
・
夢
へ
の
応
援
の
た
め
、
地
域
に

根
ざ
す
企
画
・
運
営
を
目
指
し
て
音
楽
活
動
を

し
て
い
る
「
小
さ
な
音
楽
家
の
会
」
の
皆
さ
ん

で
、
ピ
ア
ノ
、
フ
ル
ー
ト
、
ア
ル
パ
ハ
ー
プ
、

ト
ー
ン
チ
ャ
イ
ム
に
よ
る
演
奏
を
行
い
ま
し
た
。

　

約
１
時
間
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
多
彩
な

ジ
ャ
ン
ル
の
演
奏
の
ほ
か
、
ト
ー
ン
チ
ャ
イ
ム

の
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、
参
加
者
は
楽
し
そ

う
に
演
奏
し
て
い
ま
し
た
。

文
化
財
防
火
デ
ー
に
防
火
訓
練
実
施

貴
重
な
文
化
財
を
守
る

　
毎
年
１
月
26
日
の
文
化
財
防
火
デ
ー
に
合
わ

せ
、
１
月
24
日
に
「
は
ま
じ
ん
ち
ょ
う
公
園
」

で
防
火
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
同
公
園
で
の
訓

練
は
、平
成
27
年
以
来
９
年
振
り
に
な
り
ま
す
。

　
は
ま
じ
ん
ち
ょ
う
公
園
に
は
、
県
指
定
で
公

園
の
名
前
の
由
来
と
な
っ
て
い
る
「
は
ま
じ
ん

ち
ょ
う
」
が
自
生
し
て
お
り
、
ま
た
阿
久
根
市

指
定
の
「
鳥
越
古
墳
群
1
号
墳
石
室
」
も
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
潟
区
役
員
や
区
民
の
方
々
、
文
化

財
保
護
審
議
会
委
員
、
阿
久
根
消
防
署
、
市
職

員
な
ど
約
20
名
が
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用

消
防
団
現
場
活
動
用
ベ
ス
ト
を
整
備

　

市
で
は
、
一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て

実
施
し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
活

用
し
、
現
場
活
動
用
ベ
ス
ト
57
着
（
班
長
以
上

の
定
数
分
）
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
整
備
し
た
ベ
ス
ト
は
、
夜
間
に
お
け

る
視
認
性
が
高
く
、
両
胸
の
ワ
ッ
ペ
ン
に
よ
り

所
属
の
分
団
名
と
階
級
が
一
目
で
わ
か
る
た

め
、
指
揮
命
令
が
明
確
と
な
り
、
指
揮
体
制
の

強
化
お
よ
び
団
員
の
安
全
確
保
が
期
待
で
き
ま

す
。

立
教
大
学
野
球
部
合
宿
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー

東
京
六
大
学
野
球
の
名
門
チ
ー
ム
を
歓
迎

　
数
多
く
の
プ
ロ
野
球
選
手
を
輩
出
す
る
名
門

立
教
大
学
（
東
京
都
）
野
球
部
の
選
手
・
指
導

者
45
人
が
２
月
１
日
か
ら
３
月
５
日
ま
で
阿
久

根
市
内
で
合
宿
を
行
い
ま
し
た
。

　
同
チ
ー
ム
は
、
２
月
22
日
か
ら
開
幕
し
た
野

球
リ
ー
グ
「
薩
摩
お
い
ど
ん
リ
ー
グ
」
に
も
、

阿
久
根
市
を
拠
点
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　
２
月
２
日
に
は
、
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
催

し
、
市
長
を
は
じ
め
、
商
工
会
議
所
会
頭
、
宿

泊
施
設
代
表
者
や
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
関
係
者
が

出
席
し
、
合
宿
実
施
へ
の
感
謝
と
、
合
宿
の
成

功
を
祈
る
激
励
を
行
い
ま
し
た
。



市政ニュース

  西平良将市長の主な活動 ２月２月

阿久根市 市長の活動報告 検索

市ホームページもご覧ください。

２月 　　　　　     　活　動　内　容

１日 第 57 回鹿児島出水会総会（鹿児島市）

２日

川内駐屯地創立 39 周年記念行事（薩摩川内市）

第 33 回阿久根市生涯学習フェア

立教大学野球部合宿歓迎セレモニー

３日 第４回原子力安全対策連絡協議会

４日 令和６年度第３回鹿児島県市長会定例会（伊佐市）

６日 北薩３消防本部指令センター内覧会および第２回消防
管理者会議（薩摩川内市）

７日

令和６年度出水地区民生委員児童委員連絡協議会研修
会
令和６年度阿久根市有害鳥獣捕獲対策協議会

令和６年度第２回阿久根市産業祭実行委員会

10 日
JA 鹿児島いずみ農政協議会（出水市）

立教大学野球部歓迎会

12 日 北薩広域行政事務組合令和６年度第４回理事会（出水
市）

14 日 原子力防災訓練

15 日
原子力防災訓練

大丸町通り会商人恵比須祭り

18 日
令和７年度当初予算記者発表

第 189 回鹿児島県都市計画審議会（鹿児島市）

21 日
地元生産者からの寄附による学校給食
九州市長会第１回南海トラフ・大規模災害対策部会（Ｗ
ＥＢ）

22 日 2025 年度阿久根市水産研究会通常総会

25 日 令和７年第１回市議会定例会本会議

27 日 阿久根食肉流通センター取締役会

「to the Next」～次に向かって～
「for the Next」～次のために～

２月
21 日 地元生産者からの寄附による学校給食

２月 21 日、地元生産者から市に寄贈された牛肉を
使った学校給食の提供があり、脇本小学校の１年生の児

童の皆さんと一緒に給食をいただきました。

関連

鶴
翔
高
校
で
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催

疑
似
体
験
で
認
知
症
を
学
ぶ

　

１
月
28
日
、
鶴
翔
高
校
２
年
生
を
対
象

に
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催

し
ま
し
た
。
認
知
症
の
原
因
や
症
状
に
つ
い

て
学
ん
だ
後
、
高
齢
の
方
の
疑
似
体
験
を
通

し
て
、
認
知
症
の
人
が
困
っ
て
い
る
時
の
対

応
の
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

　
生
徒
か
ら
は
「
偏
見
を
持
た
ず
に
、
相
手

の
で
き
な
い
と
こ
ろ
を
手
伝
う
人
に
な
り
た

い
」「
同
じ
よ
う
な
場
面
に
遭
遇
し
た
時
に

は
、
焦
ら
ず
、
驚
か
せ
な
い
よ
う
に
優
し
く

声
を
か
け
て
対
応
し
た
い
」
と
い
っ
た
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

消
防
団
員
向
け
の
原
子
力
防
災
研
修
会
を
開
催

現
場
活
動
で
の
放
射
線
対
策
を
学
ぶ

　
原
子
力
災
害
時
に
現
場
で
も
活
動
を
行
う

可
能
性
が
あ
る
消
防
団
員
を
対
象
に
し
た
原

子
力
防
災
研
修
会
を
２
月
１
日
に
開
催
し
ま

し
た
。

　
国
立
研
究
開
発
法
人
日
本
原
子
力
研
究
開

発
機
構
の
原
子
力
緊
急
時
支
援
・
研
修
セ
ン

タ
ー
か
ら
講
師
を
迎
え
、
放
射
線
と
そ
の
防

護
対
策
に
つ
い
て
基
礎
知
識
を
学
ぶ
講
義

や
、
専
用
機
材
を
使
っ
た
放
射
線
量
の
測
定

実
習
、
防
護
装
備
の
着
脱
実
習
な
ど
を
行

い
、
現
場
活
動
を
想
定
し
た
研
修
を
行
い
ま

し
た
。
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市役所からのお知らせ
information

　　   問 　財政課　管財係　☎ 73-1217

土地の所在：阿久根市脇本字江月鼻9100番4
地　　　目：宅地
面　　　積：783.81㎡
用途地域等：非線引都市計画区域
（建ぺい率：70％、基準容積率：390％）
最低販売価格：2,080,000円

売却物件

市有地を売却します

５５月９９ 日 金

入札日時・場所

14：15 ～

４４月 1818 日 金
※参加を希望される方は４月16日㈬までに
　電話でお申し込みください。

現地説明会

10：00 ～

入札には、各種の条件（入札保証金として入札金額の５％以上の納付など）がありますの
で、事前に売払公告、物件調書を必ずご確認ください。詳しくは、市ホームページ（右記Ｑ
Ｒコード）をご覧になるか、財政課 管財係までお問い合わせください。

関係資料を必ずお読みください

阿久根市役所２階　大会議室
※14時までにお越しください。

令和７年４月診療分から

　　      　　 問 　福祉課　児童福祉係　☎ 73-1248

子ども医療費の窓口負担がゼロになります

　令和７年４月から、18 歳までの全ての子ど
もに係る医療費の自己負担分について、窓口
負担がゼロとなります。また、子ども医療費
の受給者証の色がオレンジ色になります。

現行
（３月まで）

新制度
（４月以降）

窓口負担ゼ
ロの対象

住民税非課税世帯
の 18 歳までの子
ども

18 歳までの全ての
子ども

住民税課税
世帯の助成

病院窓口で自己負
担した後、後日、
医療費の還付

自己負担分の支払
いなし ※非課税世帯
はこれまでと同様

受給者証の
色

・ピンク色（住民税
　課税世帯）

・白色（住民税非課
　税世帯）

オレンジ色（全て
の対象者）

見本

▲オレンジ色の受給者証
　を３月中に送付します

注意事項
・病院受診の際は必ず受給者証を提示
　してください。

・これまで使用していた受給者証（ピ
　ンク色・白色）は４月以降使用でき
　なくなります。

・ひとり親家庭医療費受給者証（青
　色）や重度心身障害者医療費助成受
　給者証（緑色）をお使いの方にも子
　ども医療費受給者証（オレンジ色）
　を送付します。
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市役所からのお知らせ
information

市施設の利用予約が

オンラインでできるようになります

　公共施設の利用予約が、窓口や電話に加え、パソ
コンやタブレット、スマートフォンなどからでもで
きる、オンラインでの公共施設予約が新年度から始
まります。
 　なお、対象施設は、次の施設を予定しており、準
備が整った施設から順次利用できるようになります。

　   問 　生涯学習課　☎ 72-1051

※詳細は、広報あくね４月号に掲載予定です。

　   問 　スポーツ推進課　☎ 73-4649

◉阿久根市民交流センター（風テラスあくね）
◉脇本地区公民館
◉大川地区公民館
◉中央公民館鶴見分館
◉総合運動公園各施設
◉脇本運動広場

対象施設

　　 問 　こども保健課　保健予防係　☎ 73-1228

◆ 接種期間　　　　　　　　　　
４４月 １ １ 日　　～令和８年３３月 31 31 日 火  

令和７年４月から帯状疱疹ワクチンの定

期接種が開始されます

◆ 場　　所　予防接種実施協力医療機関

①令和７年度内に65歳・70歳・75歳・80歳・85歳・
　90歳・95歳・100歳以上になる方（※100歳以上は
　令和７年度に限る）
②60 ～ 64歳でヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機
　能の障がいがあり、日常生活がほとんど不可能な方

対象者 ①②のいずれかに該当する方

　帯状疱疹は水痘帯状疱疹ウイルスが再活性化する
ことにより、神経に沿って痛みを伴う水疱（水ぶく
れ）が現れる皮膚の病気です。
　帯状疱疹ワクチンには２種類あり、接種方法や、
効果とその持続時間、副反応などの特徴が異なって
いますが、いずれのワクチンも、帯状疱疹やその合
併症に対する予防効果が認められています。
　対象者の方には、予診票を３月下旬に郵送します。
詳しくはこども保健課へお問い合わせください。

火

組換えワクチン 生ワクチン

接種方法 筋肉内に接種 皮下に接種

回数 ２回（２カ月以上の間
隔を空ける） １回

接種費用 １回当たり 6,500 円 2,500 円

「鹿来島 100 年記念阿久根大島感謝祭」を開催します

　　   問 　商工観光課　観光推進係　☎ 73-1114

　阿久根大島に鹿が放されて今年で 100 年を迎える
ことから、記念イベントを開催します。

◆ 場所　阿久根大島

◆ 日時　４４月 27 27日 日  10：00 ～ 14：30

◆ 問い合わせ先

　▶ イベントに関して　㈱日本水泳振興会　☎72-5920　
　▶ フェリーに関して　共同フェリー㈱　　☎72-0028　

◆ 内容
　阿久根大島の歴史などに関する講話、キッズダン
スや日本舞踊などのステージ披露、ウニ殻アートの
展示・体験、福餅投げ、飲食ブース出店、マリンア
トラクション、アクアボール　など

※荒天の場合は中止
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　狂犬病予防法により、生後 91 日以上の犬を飼って
いる人は、犬の登録と毎年１回の狂犬病予防注射が
義務付けられています。
　また、犬が死亡、飼い主が変わったなどの変更が
あった場合は、市役所での手続きが必要です。

　 問 　環境水産課　生活環境係　☎ 73-1219

犬の登録・狂犬病予防
注射をしましょう

◆場所・時間
　登録者に郵送する問診票または市ホームページ
（QR コード）で確認してください。
　年間を通して動物病院でも注射をすることができ
ます。

◆集合注射実施期間
４４月 ９ ９ 日 水  、1111 日 金 、

             14             14 日 月  、1919 日 土

◆料金
　犬の登録料（生涯１回）　3,000 円
　注射料金（年１回）　　　3,400 円

◆ 日時　４４月 19 19日 土  ・ 20 20日 日  

◆ 申込先　生涯学習課　文化係　☎0996-72-1051

FAZIOLI ピアノ試弾会

　数多くの著名なピアニストから
高い評価を得ている FAZIOLI ピア
ノの明るく、豊かな音色をぜひご
体感ください。

◆ 場所　風テラスあくね　ホール

◆ 受付時間　月～金曜日　8：30 ～ 17：15

いずれも10：00 ～ 18：00

◆ 申込方法　電話にてお申し込みください。

試弾会のルール
・１人１コマ50分間　1,000円
・付き添い・見学者は４人まで可
・連弾は可、ただし１人につき1,000円負担
　時間内（50分）で複数人で演奏する場合もそれ
　ぞれ1,000円負担
・試弾以外の目的での利用は不可

◆ 申込期間
　３月17日㈪～４月18日㈮
　（定員に達し次第締め切ります。）

　　      　　 問 　福祉課　児童福祉係　☎ 73-1248

　エネルギー・食料品などの物価高騰の影響を受け
ている子育て世帯を支援するため、次のとおり特別
給付金を支給します。

①令和６年12月13日（基準日）時点で本市に住民登録が
ある方
②高校生までの子どもを養育している方
③児童手当受給者または主たる生計維持者

支給対象者

子育て世帯価格高騰生活支援
特別給付金を支給します

◆ 支給額　子ども１人当たり３万円
※支給対象児童は平成18年４月２日から令和７年５
月31日までの間に出生した子ども

児童手当を受給していない方、公務員の方は申請が
必要です。詳しくは市ホームページをご覧ください。

支給手続き

◆ 申請期限 ６６月1616日　 まで月

次の①～③を全て満たす方

ころばん体操体験会を開催します

　 問 申・　　介護長寿課　地域包括支援係　☎ 73-1272

◆ 日時・場所　　　　　　　　　　

４４月 16 16 日 水  

　ころばん体操は、童謡を歌いながら楽しく全身を
鍛えることができる体操です。健康運動指導士の先
生と一緒に、ころばん体操を体験してみませんか？

13：30 ～ 15：00

◆ 申込締切　４月11日㈮（電話申し込み）
◆ 対　　象　市内にお住まいの方

折多地区集会施設

４４月 23 23 日 水  13：30 ～ 15：00
西目地区集会施設

◆ 持参が必要なもの　飲み物、タオル、室内靴

初 め て の 方 は 、
一 度 体 験 し て み
ま せ ん か ？

体 操 に 参 加 し て
い る 方 は 、 姿 勢
の 確 認 を し て み
ま し ょ う
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市役所からのお知らせ
information

固定資産の縦覧・閲覧を行います

  問 　税務課　固定資産税係　☎ 73-1204

◆ 期間　４４月 １ １ 日  火   ～ ４４月3030日 水    

※個人情報保護のため、納税義務者名、登記名義人は記
　載していません。
※縦覧できる期間はこの期間のみで、手数料は無料です。

　 縦覧などでお越しの際は、本人確認が必要とな
ります。お手持ちの納税通知書、課税明細書（令
和７年度納税通知書と課税明細書は４月中旬に送
付予定）またはマイナンバー（通知または個人番
号）カード、運転免許証などを持参してください。
　なお、代理人が閲覧される場合は、委任状およ
び代理人の本人確認ができるマイナンバー（通知
または個人番号）カード、運転免許証などが必要
です。

縦覧・閲覧に際してのお願い縦覧・閲覧に際してのお願い

（土・日、祝日を除く。）

◆ 場所　 税務課　固定資産税係

8：30 ～ 17：15

縦覧できる範囲

　 固定資産税の納税者が、本人の資産の評価が適
正かどうか確認できるように「土地価格等縦覧帳
簿」「家屋価格等縦覧帳簿」により類似する土地、
家屋の評価額と比較できます。

固定資産課税台帳の閲覧

　 固定資産税の納税義務者は、本人の「課税台
帳」を閲覧できます。また、借地人や借家人は、
その対象部分のみ閲覧できます。
　なお、閲覧は縦覧期間中にかかわらずいつでも
可能で、期間中は無料ですが、期間外は手数料が
必要です。

◉土地価格等縦覧帳簿の記載事項
　所在、地番、地目、地積、評価額
◉家屋価格等縦覧帳簿の記載事項
　所在、家屋番号、種類、構造、床面積、評価額

令和７年３月 24 日から

パスポートが変わります

　　      　　 問 　市民課　住民年金係　☎ 73-1218

　偽造・変造対策を大幅に強化した「2025年旅券」
の発行が開始され、旅券（パスポート）が大きく変
わります。変更内容は次のとおりです。

◆ オンライン申請の拡充
▶県内全市町村で可能に

令和７年３月 24 日から
令和７年３月

23 日までオンライン
申請

窓口（紙）
申請

10 年間有効
な旅券

（18 歳以上）
15,900 円 16,300 円 16,000 円

５年間有効な
旅券

（12 歳以上）
10,900 円 11,300 円 11,000 円

５年間有効な
旅券

（12 歳未満）
5,900 円 6,300 円 6,000 円

残存有効期間
同一旅券 5,900 円 6,300 円 6,000 円

変更の内容

▶ 顔写真ページをプラスチック製に一新
▶ 紙幣も印刷する国立印刷所でレーザー印字
▶ オンライン申請の拡充

　県内全市町村で、オンライン申請による新規申
請・切替申請が可能になります。オンライン申請
を利用すると、窓口への来庁は受け取りの時の１
回のみです。

▶マイナポータルの連携で戸籍謄本が提出不要に
　マイナンバーカードを使って、マイナポータル
で戸籍連携に同意の上、オンライン申請を行う
と、戸籍謄本の原本を提出する必要がなくなりま
す。また、それにより戸籍謄本の取得手数料も不
要となります。

▶オンライン申請で手数料がお得に
　令和７年３月24日申請分から、パスポート受け
取り時の手数料が変更されます。オンライン申請
の方が手数料が安くなります。

パスポートの申請から交付まで２週間程度の期間が
必要です。海外旅行を計画したら、早めにパスポー
トの申請をしてください。
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万が一に備えませんか？

「緊急通報システム」と「緊急医療情報キット」のご案内

　 問 　介護長寿課　高齢者支援係　☎ 73-1241

　市では、65 歳以上の高齢の方で、１人暮らしの方
や、疾患などで健康上の不安を抱える方などを対象
に「緊急通報システム」の設置や、「緊急医療情報キッ
ト」の無料配布などを行っています。
　どちらも利用するには申請が必要です。詳しくは
介護長寿課高齢者支援係までお問い合わせください。

　自宅に緊急通報システムを取り付け、緊急時の対
応体制を整えます。

緊急通報システム緊急通報システム

緊急医療情報キット緊急医療情報キット

◉おおむね65歳以上の１人暮らしの高齢者で、
疾患や重度の障がいがあるなどが理由で、緊急時
の対応が困難な方
※申請受付後に、市職員が自宅訪問・調査を行
　い、緊急通報システム設置の決定を行います。

対象者

◆ 利用料 ボックス型　500円／月
携帯型　　　800円／月

できること
▶ 急病や容態急変などの緊急時の連絡
▶ タクシーの手配など暮らしのサポート
▶ 月に一度の安否確認　▶健康・介護相談

▲緊急・相談ボタンを押すと、オペレーターにつながり、
　オペレーターが適切な判断を行い、即時対応します。

▲ボックス型（ペンダント付き） ▲携帯型

　万一の緊急時に備え、救急情報を一カ所に保管で
きる専用の容器「緊急医療情報キット」を無料配布
しています。

できること
▶緊急時に必要な情報を一つにまとめて保管
▶「意識がない状態」でも救急隊などに情報提供
▶迅速な救急救命活動につながる。

市内に在住している
▶65歳以上の高齢者 　▶障がいのある方
▶健康上、不安を抱えている方（難病患者など）

対象者 次のいずれかに該当する方

緊急医療情報キットに入れるもの
①緊急医療情報シート
②写真（本人が確認できるもの）
③診察券の写し
④薬剤情報提供書（お薬手帳の写し）など

▲キットは冷蔵庫に保管し、　ステッカーを
　玄関ドア内側と冷蔵庫に貼っておきます。
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くらしの情報くらしの情報
informationinformation

有
料
広
告

有
料
広
告

申告所得税および復興特別所得税、消
費税および地方消費税（個人事業者）
の納税は、金融機関の預貯金口座から
引き落としとなる「振替納税」が大変
便利です。令和６年分の確定申告の振
替納付日は、次のとおりです。「振替
納税」をご利用の方は、振替日の前日
までに口座の残高をご確認ください。

問　出水税務署法人課税部門
　　☎0996-62-0200（自動音声案内）

申告所得税および復興特別所得税・消

費税および地方消費税の振替期日

申告所得税および復興特別
所得税 ４月 23 日㈬

消費税および地方消費税
（個人事業者） ４月 30 日㈬

県では、令和７年度に県が実施する
さまざまな中小企業・小規模企業の
振興施策の周知・活用を図るととも
に、中小企業者などのご意見を今後の
施策へ反映させるため意見交換会を
開催します。▶対象　中小企業、小
規模企業者、中小企業関係団体など　
▶ 日 時・ 場 所　4/9㈬13：30 ～ 16：
00　北薩地域振興局　▶参加料　無
料　▶申込方法　FAX またはメール　
FAX（099-286-5576）メール（shien@
pref.kagoshima.lg.jp)
問　県中小企業支援課
　　☎099-286-2951

「中小企業・小規模企業振興に関する

意見交換会」参加申し込み受付中

県では県内各地で開催される生活習慣
の改善や健康づくりのイベントの情報
を集約して掲載する「健康づくりイベ
ント情報」ページを県ホームページ内
に開設しました。ぜひ、このページで
気になるイベントを探してみてくださ
い。

問　県健康増進課
　　☎099-286-2717

健康づくりイベント情報ページ

のお知らせ

休日の窓口開庁と平日の時間延長を実施します

転入・転出・転居に関する手続きができます

　転入・転出・転居に関する届け出を受け付け
ます。届け出の内容によっては、後日来庁いた
だく必要がありますので、ご了承ください。
　なお、手続きには、本人を確認するもの（マ
イナンバーカード、運転免許証など）が必要で
すのでご注意ください。
　また、念のため、印かんをお持ちください。

市民課、水道課、学校教育課：転入・転出・転居に伴うこと
福祉課：子ども医療費、保育所等入退所に関すること

8：30 ～ 17：00（12：00 ～ 13：00 は除く）
３３月 2929日 土   ・30 30 日 日  

◆ 休日の窓口開庁日時

◆ 開庁業務

17：15 ～ 19：00
４４月 １１日 火   ・２ ２ 日 水  

◆ 窓口開庁の時間延長日時

　　   問 　市民課　住民年金係　☎ 73-1218

鹿児島県
ホームページ▶

1414



ひろば

健 康

問   

こ
ど
も
保
健
課
保
健
予
防
係   

☎
７
３
ー
１
２
２
８

　

ス
ト
レ
ス
と
は
、
外
部
か
ら
刺
激
を
受

け
た
と
き
に
生
じ
る
緊
張
状
態
の
こ
と
で

す
。
暑
さ
や
寒
さ
、
騒
音
な
ど
の
環
境
要

因
、
病
気
や
け
が
、
睡
眠
不
足
な
ど
の
身

体
的
要
因
、
不
安
や
悩
み
な
ど
の
心
理
的

要
因
、
職
場
環
境
や
人
間
関
係
な
ど
の
社

会
的
要
因
と
い
っ
た
外
部
刺
激
に
適
応
し

よ
う
と
し
て
、
心
や
身
体
に
生
じ
る
さ
ま

ざ
ま
な
反
応
を
ス
ト
レ
ス
反
応
と
い
い
ま

す
。

　
自
分
に
現
れ
や
す
い
ス
ト
レ
ス
反
応
を

知
っ
て
お
く
と
、
心
の
疲
れ
に
早
め
に
気

付
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼  

ス
ト
レ
ス
サ
イ
ン
の
一
例

① 

眠
れ
な
い

② 

頭
痛
、
腰
痛
、
肩
こ
り

③ 

だ
る
い
、
疲
れ
や
す
い

④ 

食
欲
が
な
い

⑤ 

イ
ラ
イ
ラ

⑥ 

気
分
の
落
ち
込
み

⑦ 

や
る
気
、
集
中
力
の
低
下

⑧ 

遅
刻
、
欠
勤

⑨ 

物
忘
れ
、
ぼ
ー
っ
と
す
る
こ
と
が
増
え
る

ス
ト
レ
ス
と
セ
ル
フ
ケ
ア
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セルフケアセルフケア
～ストレスをためないコツ～～ストレスをためないコツ～

　・食事や睡眠をしっかりとり、生活習慣を整える。
　・読書、音楽を聴く、ストレッチ、散歩、ゆっくり
　　お風呂に入る、など自分に合ったリラックス方法
　　をとる。
　・物事をポジティブな表現や異なる側面で捉えてみ
　　る。
　・身近に相談できる人をつくっておく。
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市

「あくねの元気者」大募集！ 75 歳以上の方で話題性のある方をお待ちしております。
問  介護長寿課　高齢者支援係　☎ 73-1241 ／ FAX 73-0297 ／　  korei@city.akune.kagoshima. jp

ＶＯＬ .36

柏木 義
よしあき

昭さん（78）

（中屋敷区）

「
災
害
に
強
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づ
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り
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「
災
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づ
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り
」
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す
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め
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目
指
す
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地域おこし協力隊通信地域おこし協力隊通信
2025

３
Vol.26

月号

阿久根の美しい自然の中
で、魅力を再発見し、得
意を生かして阿久根を盛
り上げたい。活動の様子
をお伝えします。

16

　昨年 12 月に、年末年始を迎える前の師走ならではの体験として

「しめ縄飾りワークショップ」を阿久根市鶴見町の生花店 irohana

（イロハナ）にて開催しました。

　市内外から４名の方が参加され、お正月飾りのしめ縄飾りを作

成しました。同店店主の小牟田さんが選ぶ花や緑、飾りなどは彩

り豊かで個性的なため一味違った作品を作ることができます。そ

れぞれ好みの材料を選んで組み合わせていくのですが最初は失敗

しないように慎重になっていた参加者も、隣同士で色合いやバラ

ンスを相談しながら作業していると少しずつ緊張がほぐれ、徐々

に会話が生まれていく様子が微笑ましかったです。

　しめ縄にひょうたんや扇、水引など縁起の良

いモチーフを盛り込み、そこにドライの植物や

枝を合わせイロハナらしさを加えることでとて

も華やかな仕上がりになりました。パッと目に

入る鮮やかな作品から淡い色で統一したシック

な作品などさまざまで参加者も出来栄えに満足

な様子でした。

　　　　 阿久根市地域おこし協力隊　濱田 舞　

しめ縄飾りワークショップを開催しましたしめ縄飾りワークショップを開催しました

編令和６年度活動報告

　こんにちは。地域おこし協力隊の齊藤です。
　昨年の５月に阿久根市地域おこし協力隊として採用されてから、移住定住、空
き家対策に取り組んできました。空き家は地域の課題であると同時に、新しい可
能性を秘めた大切な資源であり、「地域の未来をつくる場所」だと考えています。
　毎月の広報紙「空き家の窓」では、阿久根市内の空き家活用事例や、実際に活
用している方々の声を取材し発信してきました。誰も住まなくなった家が、新た
な居住空間や地域の拠点として生まれ変わる姿には、多くの学びがありました。
この活動を通じて、「空き家＝資源」と感じてもらえるよう努めています。
　また、空き家バンクの登録件数増加を目指し、区長さんへの訪問や個別相談の
強化にも取り組みました。地域の方々や空き家所有者、移住希望者から相談を受
け、不動産業者の方に協力してもらいながらマッチング、空き家バンク登録がで
き、「縁が輪市」や「空き家語る会」といったイベントも開催することができました。
来年度も、空き家に関するイベントを継続し、より多くの方に関心を持っていた
だける ような取り組みを進めていきたいと考えています。
　空き家に関するご相談や情報がありましたら、いつでもお気軽にお問い合わせ
ください。 

空き家に関する相談や情報があれば、いつでもお問い合わせください。
また、左記のＱＲコードからも空き家相談ができます。
お気軽にご相談ください。
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阿久根市地域おこし協力隊 Facebook、Instagram もあります。

協力隊への連絡は　（株）まちの灯台阿久根　 （☎ 0996-72-3646）　

阿久根市役所 商工観光課（☎ 0996-73-1114）

企画推進課（☎ 0996-73-1215）

　　　　　　　　　まで

　2022 年４月に新卒で地域おこし協力隊に着任させていただいてから丸３年、

あっという間に卒業を迎えるタイミングとなりました。任期中は、“阿久根ファ

ン創出事業（ワーケーション事業）”として、１週間のお試し移住のようなプロ

グラムを２年間実施させていただき、通算で関東圏を中心に 32 人の方々が阿久

根に来られました。そのほとんどは「阿久根」という地名を聞いたことも無い、

ましてや九州が初めてという方が多く、１週間の滞在では通常の観光では体験で

きない阿久根の仕事体験やアクティビティ体験など深掘りした阿久根の暮らしを

体験してもらいました。

　プログラムが終了した今、振り返りながら「○○でこんなお話をしたんです！」

「○○の仕事が本当に面白くて楽しくて！」と地元の方々との交流をキラキラし

た笑顔で教えてくれたことを今も鮮明に覚えています。そして、とても嬉しいこ

とに半数の方が友人や恋人と一緒に再訪問してくれたり、その予定を立ててくれ

たりしました。「遊びに来ました！」「阿久根を紹介したくて！」「○○さんに会

地域おこし協力隊の福嵜です地域おこし協力隊の福嵜です

いたくて！」と、阿久根がまた帰ってきたいまちと心に

残ってくれていること、ご縁が続いていることを近くで

感じられることに私自身の心が満たされました。参加者

が綴ってくれた滞在レポートを阿久根の皆さまにぜひ読

んでいただきたいです！QRコードからぜひご覧ください。

　３年間、事業にご協力いただいた皆さま、町中で参加

者と交流いただいた地元の皆さま本当にありがとうござ

います。皆さまの温かさが、阿久根ファンが生まれた一

番の鍵だと感じています。私は３月末で協力隊を卒業し

ますが、卒業後も阿久根に身を置き、「おそうざい屋さん」

を開店する準備をしていますので、今後ともどうぞよろ

しくお願いいたします。

【以下、参加者の滞在レポートより一部抜粋】

　プログラムが終わった帰路、「すぐに帰ってきたい」と

いう想いが湧き出てきた。どうして初めての場所で郷愁

の気持ちを感じるのか、そしゃくしてうまく文字にする

のは今も難しい。一言で阿久根のことをいうなら「人が

優しい」。それは私が一時的な滞在者だから優しく取り繕う、というわけではなくて、そこに元からいろんな人が

潤沢に貯めておいてくれた優しさの貯水池があって、すでに優しさがたっぷりと貯まっている。私がその綺麗なお

水をごくごくと飲ませてもらう、そんな感覚だった。阿久根と、阿久根で出会った人たちとは、これから何度も人

生で交差する瞬間があればなと思う。

▲ note 記事
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みんなのアルバム
まちの話題

　田代中地区の中野秀
ひであき

明さんの農園で、２月17日に鶴川
内小学校の児童11人が高枝切りばさみを使ったボンタン
収穫体験をしました。
　今年で２回目となるこの体験は、中野さんご夫婦と近
所のボランティアの方の協力のもと始まりました。児童
らは、高枝切りばさみを器用に使って、大きなボンタン
を家族や友たちの分まで楽しそうに収穫していました。
　今回初めての体験となる１年生の平田莉

り り
理さんは

「いっぱい採れてうれしかったです。７個も採れまし
た」と笑顔で話しました。
　

大きなボンタン採れたかな？
～鶴川内小　ボンタン収穫体験～

　地元で育った牛肉を子どもたちに味わってもらおう
と、株式会社マル善が脇本地区と長島町で肥育した「石
原牛」の牛肉約70㎏を市に寄贈しました。
　寄贈された牛肉は、２月21日に市内７小学校と３中学
校の給食で、牛どんぶりとして提供されました。
　脇本小１年の小田栞

か ん な
愛さんは「お肉がやわらかくて、

甘い味がしてとてもおいしかったです。おいしかったの
でたくさん食べられました」と話しました。

地元のおいしい牛肉を学校給食で
～株式会社マル善　地元産の牛肉を寄贈～

　第72回鹿児島県下一周市郡対抗駅伝競走大会が２月15
日から２月19日までの５日間に渡って開催されました。
　出水チームは、高校生を中心とした若手主体のチーム
構成となり、総合成績８位以内の「総合 B 級死守」を目
標とし、郷土入りとなる２日目は、上位入賞を目指しま
したが、２日目が９位、全日程総合成績12位という結果
となりました。
　３日目には、鶴川内小学校の児童11人が田代中継所
手前の沿道に立ち「押せ押せ！」と力走する選手たちの

地元ランナーが郷土を力走
～第72回鹿児島県下一周市郡対抗駅伝競走大会～

チーム名を呼び、元気よく声援を送りました。
　この応援は、田代小学校の児童が行っていたもので、
休校となった田代小の児童の代わりに鶴川内小の児童が
応援の「たすき」を引き継いだことから始まりました。
沿道には児童手作りの参加市郡ごとの横断幕が飾られ、
激走する選手たちの背中を押していました。
　今回この応援に初めて参加した１年生の児玉和

かずなり
誠さん

は「緊張したけど、頑張れと思いながら応援しました。
とても楽しかったです」と話しました。
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楽しい話題などお寄せください。

総務課秘書広報係 ☎ 73-1208

　社会体育の分野において多大な功績が
あった個人２人と、スポーツの分野で全
国大会出場などの活躍を収められた２団
体、14人の選手が表彰されました。（敬
称略、順不同）

氏名 学校・所属など 出場大会など（令和６年１月～ 12 月）

田嶋　輝男 折多校区体育協会 役員を永きにわたり務められ本市の社会体育の発展に尽力

白坂　大輝 中京大学
第 100 回日本選手権水泳競技大会に出場（オープンウォータースイミング）
第 100 回日本学生選手権水泳競技大会に出場（オープンウォータースイミング）
第 78 回国民スポーツ大会に出場（オープンウォータースイミング）

阿久根市社会体育功労者・優秀選手表彰

氏名 学校・所属など 出場大会など（令和６年１月～ 12 月）

楠田　ゆうな 鹿児島女子高等学校
第 77 回全国高等学校陸上競技対校選手権大会に出場（女子４× 100 ｍＲ・100 ｍＨ）
第 78 回国民スポーツ大会に出場（少年女子Ｂ 100 ｍ・100 ｍユースＨ）

髙口　永恋 鶴翔高等学校
第 77 回全国高等学校陸上競技対校選手権大会に出場 ( 女子 400 ｍＨ )
ＪＯＣジュニアオリンピックカップ第 18 回Ｕ 18 陸上競技大会に出場（Ｕ 18 女子 300 ｍ H）

西園　麻央 鹿児島南高等学校 第 77 回全国高等学校陸上競技対校選手権大会に出場 ( 女子七種競技 )

黒神　璃菜 神村学園高等部
第 36 回全国高等学校女子駅伝競走大会に出場
皇后盃第 42 回全国都道府県対抗女子駅伝競走大会に出場

末松　瑚雪 西目小学校 日清食品カップ第 40 回全国小学生陸上競技交流大会（共通女子コンバインドＡ）に出場 （80 ｍＨ・走高跳）

松木　琴依 秀岳館高等学校
皇后杯ＪＦＡ第 46 回全日本女子サッカー選手権大会に出場（九州第２代表）
第 33 回全日本高等学校女子サッカー選手権大会に出場

淵上　七星 折多小学校 第５回わんぱく相撲女子全国大会に出場

白坂　優気 鹿児島情報高等学校

第 92 回日本高等学校選手権水泳競技大会に出場（200 ｍ背泳・４× 100 ｍＲ・４× 200 ｍＲ）
第 47 回全国ＪＯＣジュニアオリンピックカップ夏季水泳競技大会に出場（100m 背泳・200 ｍ背泳・４× 100m
メドレーＲ）
第 78 回国民スポーツ大会水泳競技大会に出場（200 ｍ背泳・４× 100 ｍメドレーＲ）

田島　彩陽 阿久根中学校 とびうお杯第 39 回全国少年少女水泳競技大会に出場（50m バタフライ・100 ｍバタフライ）

倉田　姫花 島原中央高等学校 第 12 回Ｕ 15 クラブバスケットボールゲームス 2024 に出場

倉田　姫菜 阿久根中学校 第 12 回Ｕ 15 クラブバスケットボールゲームス 2024 に出場

倉田　姫彩 阿久根中学校 第 12 回Ｕ 15 クラブバスケットボールゲームス 2024 に出場

沢村　陽向 れいめい高等学校 第 12 回Ｕ 15 クラブバスケットボールゲームス 2024 に出場

筧　清葉 れいめい高等学校 SoftBank ウインターカップ 2024 令和６年度第 77 回全国高等学校バスケットボール選手権大会に出場

阿久根中学校弓道部 阿久根中学校 令和６年度全日本少年少女武道（弓道）錬成大会に出場

ヤングオール阿久根中学部 ― 2024 第 32 回ヤングリーグ選手権大会に出場

阿久根市スポーツ協会優秀選手・団体表彰

令和６年度　阿久根市社会体育功労者・スポーツ協会優秀選手等表彰
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阿久根市内唯一の高校「鶴翔高校」阿久根市内唯一の高校「鶴翔高校」
そこで過ごす生徒たちの活躍を紹介しますそこで過ごす生徒たちの活躍を紹介します

117117

月 31 日、本校アグリホールにおきまして「明日の営農を励ます会」が開催されました。今年度は農業自営を志す２
人を含め、東海大学農学部や東洋食品工業短期大学への進学および農業関連企業へ就職する卒業生 17 人が対象とな

りました。会には阿久根市副市長をはじめ、北薩地域振興局農政普及課、阿久根市農政林務課、薩摩川内市畜産営農課、出
水市農政畜産課、長島町農政課、ＪＡ鹿児島いずみ、マルイ農協の担当者のご臨席を賜り、激励のお言葉をいただきました。
卒業生を代表して、家業の畜産経営を引き継ぐ農業科学科３年立野雄

ゆうだい
大さん（川床中出身）は「将来は牛の頭数を 1,000 頭

に増やして安定したおいしい肉を消費者に提供したい。
畜産経営の課題である経費削減、飼料の確保などを克
服しながら、海外にも販路を広げた経営を目指す」と
抱負を語ってくれました。最後は恒例の「鶴翔高校３
年Ａ組のみかんジュース」で乾杯し、17 人の前途を祝
しました。

月 15 日、AMU 広場にて開催された「てゲてゲハイスクールフェスティバル
2025」に情報・ビジネス系列の２年生４人が参加しました。今年で 10 回目を

迎えるこのイベントは、高校生による高校生のための高校生応援イベントで、県内の
高校 50 校が参加しました。ステージではダンスやバンド演奏が行われ、加工品の販
売ブースや体験ブースも設けられていました。本校は長島の特産品を使ったお菓子の
販売や、阿久根の特産品を使ったカレーを販売しました。正午過ぎには完売する商品
もあり、多くのお客様に販売することができました。参加した田原ほのかさん（鶴川
内中出身）は「初めての販売実習でしたが、完売
する商品があり嬉しかったです。今後も積極的に
お客さんとコミュニケーションを図ろうと思いま
した」と笑顔で答えてくれました。商品開発や販
売実習を通して、鶴翔高校や地域の PR に力を入れ
ていきたいです。

翔高校農業科学科の草花班では、令和６年度に
阿久根小学校の３年生と、空き地などの有効活

用やおれんじ鉄道利用促進を目的に「ヒマワリ種まき
交流会」を実施してきました。ヒマワリは順調に成長
し、７月下旬には阿久根駅北側交差点の空き地できれ
いな花を咲かせました。そして、この交流の報告会を
１月 30 日に、阿久根小学校で行いました。プロジェ
クト活動の説明や、実際の交流活動（紙芝居やスケッ
チ、ヒマワリクイズなど）を発表しました。発表した
中竹優

ゆ み か
心華さん（阿久根中出身）は「小学生の皆さん

は、しっかり説明を聞いてくれて、私たちも楽しく説
明することができました」と感想を述べていました。

１

てゲてゲハイスクール

明日の営農を励ます会

鶴
阿久根小学校と鶴翔高校の交流活動（ヒマワリの種まき）について

２
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e
エ コ

c o 通信

あくね

　  問  環境水産課 生活環境係　☎ 73-1219

※「見守り新鮮情報」（独立行政法人国民生活センター発行）

◉
ひとこと助言ひとこと助言

困った時はご相談を！
阿久根市消費生活センター（商工観光課内）
　　　　　　　　　　　☎ ７３ - １２７８

◉ネット通販で商品を購入したところ、販売業
者から「欠品のため〇〇ペイなどのコード決済
アプリで返金する」と言われ、返金手続きをし
ているうちに「返金」してもらうはずが「送金」
していたという相談が寄せられています。
◉販売業者から「〇〇ペイで返金します」と言
われたら詐欺を疑いましょう。相手方の指示に
従ってはいけません。
◉販売業者の名称・所在地・電話番号が明確に
記載されていない、商品価格が通常より安い、
支払方法が銀行振込や電子マネーに限定されて
いる、返品・返金ルールが記載されていないな
どのサイトは詐欺サイトの恐れがあります。利用
前によく確認しましょう。
◉困ったときは、消費生活センターや警察など
にご相談ください。

一時多量ごみと粗大ごみの処分方法

引っ越しごみや多量の草などの一時多量
ごみはごみステーションに出せません

粗大ごみもごみステーションに
出せません

　１世帯のごみが多いと他の方のごみが出せなくなった
り、他の地区のごみ収集にも影響が出ます。
　１回のごみ出しが３袋を超える場合は、ご自身で廃棄
物処理施設に持ち込むか、阿久根市の一般廃棄物収集運
搬業許可業者に処分を依頼してください。

　粗大ごみ（指定ごみ袋に入らない大きさのもの）は、
ご自身で解体してから廃棄物処理施設に持ち込むか、阿
久根市の一般廃棄物収集運搬業許可業者に処分を依頼し
てください。家電リサイクル品（エアコン、テレビ、冷
蔵庫・冷凍庫、洗濯機・衣類乾燥機）は購入店か買い替
える店などに依頼してください。

◆　ごみの持ち込み先など
出し方 種別 廃棄物処理施設 注意点など 住所など

持
ち
込
み

 燃やせるごみ・
 燃やせる粗大ごみ

 北薩広域行政事務組合　
 環境センター
 エネクリン北薩

 ・10㎏ごとに 60 円 ( 税別 )
 ・100㎝× 60㎝× 300㎝以内

 出水市野田町上名 7918-1
 平日８：30 ～ 16：30
 ☎　0996 - 68 - 8853

 燃やせないごみ・
 燃やせない粗大ごみ

 北薩広域行政事務組合　
 リサイクルセンター
 エコリア北薩

 ・10㎏ごとに 60 円 ( 税別 )
 ・不燃性家具類  : 120㎝× 80㎝× 250㎝以内
 ・家電器具類 : 95㎝× 65㎝× 190㎝以内

 出水市野田町上名 6499-9
 平日８：30 ～ 16：30
 ☎　0996 - 84 - 4111

 資源ごみ（びん、トレイ、  
 ペットボトル、空き缶、
 段ボール、古紙類）

 有限会社　馬見塚商店
 野田リサイクルセンター

 ・資源ごみの持ち込み原則無料
 ※ 分別していない場合は仕分け料がかかり
　  ます。

 出水市野田町上名 8005-1
 平日８：30 ～ 16：30
 ☎　0996 - 84 - 3607

戸
別
収
集

 燃やせる粗大ごみ・
 燃やせない粗大ごみ

 北薩環境管理協同組合
 ・分別や解体が必要な場合などは有料
 ※ 引っ越しに伴うものや家電リサイクル品
 　 は収集できません。

 阿久根市鶴川内 10616
 平日８：30 ～ 16：00
 ☎　0996 - 84 - 2875

阿久根市一般廃棄物
収集運搬業許可業者
はこちら

▶
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図書館だより図書館だより

【投 稿先】〒 899 -1696 阿久根市鶴見町 20 0 番地「阿久根市 総務課『広報あくね みんなのうた』」コーナー まで【投 稿先】〒 899 -1696 阿久根市鶴見町 20 0 番地「阿久根市 総務課『広報あくね みんなのうた』」コーナー まで
　　　　氏名（ペンネーム可）・住 所・電話番 号・年齢・性 別をご記入の上、郵送またはメールで　　　　氏名（ペンネーム可）・住 所・電話番 号・年齢・性 別をご記入の上、郵送またはメールでお寄せください。お寄せください。　　
 【ﾒｰﾙ】hishokoho@cit y. akune.kagoshima.jp  【電話】0996 -73-1208　 【ﾒｰﾙ】hishokoho@cit y. akune.kagoshima.jp  【電話】0996 -73-1208　※紙面の都合上ご紹介できない場合あり。※紙面の都合上ご紹介できない場合あり。
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み
ん
な
の
う
た

み
ん
な
の
う
た

お知らせ

新刊

新刊

新刊

新刊

※「うぶごえ」「おくやみ」の掲載記事は、掲載への同意があった方のみ掲載しています。
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☎ 0996-72-0607
9:00 ～ 19:00

 休 原則月曜日

眺
め
て
る
真
白
な
雪
を
見
つ
め
て
る

眺
め
て
る
真
白
な
雪
を
見
つ
め
て
る

　

降
り
つ
む
様
と
白
い
景
色
を

　

降
り
つ
む
様
と
白
い
景
色
を

入
院
の
妻
の
ベ
ッ
ド
は
窓
辺
ゆ
ゑ

入
院
の
妻
の
ベ
ッ
ド
は
窓
辺
ゆ
ゑ

　

陽
光
月
光
や
さ
し
く
照
ら
す

　

陽
光
月
光
や
さ
し
く
照
ら
す

靴
底
に
芝
の
感
触
心
地
よ
し

靴
底
に
芝
の
感
触
心
地
よ
し

　

散
歩
日
和
の
冬
の
公
園

　

散
歩
日
和
の
冬
の
公
園

水
仙
の
花
咲
き
匂
ひ
清
々
し

水
仙
の
花
咲
き
匂
ひ
清
々
し

　

寒
さ
和
ら
ぐ
睦
月
一
日

　

寒
さ
和
ら
ぐ
睦
月
一
日

飛
松
保
子

飛
松
保
子

別
府
義
明

別
府
義
明

佐
潟
俊
子

佐
潟
俊
子

堂
之
下
浩
子

堂
之
下
浩
子

  

短
歌
（
阿
久
根
短
歌
会
）

短
歌
（
阿
久
根
短
歌
会
）

【
唱
】

【
唱
】
歳歳とと

し
ょ
と
れ
ば

し
ょ
と
れ
ば
痴痴ぼ

け

ぼ

け呆呆
の　

テ
ス
ト
い

の　

テ
ス
ト
い
四四し

く

は

っ

く

し

く

は

っ

く

苦
八
苦

苦
八
苦

太

田

土

管

太

田

土

管

一一い
っ
か
い

い
っ
か
い回回

で　で　

容容た

や

た

や易易
すす
合合う

か

う

か格格
っ
た　
っ
た　

免免
め
ん
き
ょ
し
ょ
う

め
ん
き
ょ
し
ょ
う

許
証
許
証

【
唱
】

【
唱
】
物物ぶ

っ
か
だ
か

ぶ
っ
か
だ
か

価
高
価
高
んん
世世よよ

い　い　

財財ふ

ぞ

ふ

ぞ布布
んん
加加か

せ

か

せ勢勢
ど
ん
し
や
ん
せ

ど
ん
し
や
ん
せ

尻

無

八

夜

尻

無

八

夜

容容た

や

た

や易易
しし
料料じ

ゅ

い

じ

ゅ

い理理　　

毎毎め

に

っ

く

め

に

っ

く

日
食
日
食
わ
す
っ　

わ
す
っ　

困困のの

さ
ん
さ
ん
嫁嫁よ

め
よ
め

  

題題  

「
容
易
・
た
や
す
し
」

「
容
易
・
た
や
す
し
」

  

薩
摩
狂
句
（
阿
ん
文
旦
会
）

薩
摩
狂
句
（
阿
ん
文
旦
会
）

晩
年
の
母
に
二
月
の
向
ひ
風

晩
年
の
母
に
二
月
の
向
ひ
風

春
兆
す
山
に
か
す
か
な
息
づ
か
ひ

春
兆
す
山
に
か
す
か
な
息
づ
か
ひ

海
二
月
金
波
銀
波
の
宴
か
な

海
二
月
金
波
銀
波
の
宴
か
な

春
来
る
小
鳥
の
声
に
目
覚
め
け
り

春
来
る
小
鳥
の
声
に
目
覚
め
け
り

弓
木
野
良
子

弓
木
野
良
子

下
薗
沙
津

下
薗
沙
津

假
屋
貞
二

假
屋
貞
二

藤
脇
ア
イ
子

藤
脇
ア
イ
子

  

俳
句
（
阿
久
根
俳
句
会
）

俳
句
（
阿
久
根
俳
句
会
）

  

季
題
季
題  

「
春
・
二
月
」

「
春
・
二
月
」

澄
み
渡
る
心
と
暮
ら
し
坐
禅
し
て

澄
み
渡
る
心
と
暮
ら
し
坐
禅
し
て

　

心
が
さ
と
り
冬
の
雪
月
花

　

心
が
さ
と
り
冬
の
雪
月
花

竹
原
田
鶴
子

竹
原
田
鶴
子

（
竹
の
宮
流
）

（
竹
の
宮
流
）

  

短
歌
（
個
人
）

短
歌
（
個
人
）

＜４月の行事＞＜４月の行事＞

　 『謎は花に埋もれて』 宇佐美まこと （著）

　 『老人初心者の青春』 阿川佐知子 （著） 　　 『ともちゃんとうし』 市川朔久子 （作） おくやまゆか （絵）

「学校に行きたくないよう」 ともちゃんが
泣きながら角を曲がると、そこには巨大な
牛！背中に乗ると、牛はゆっくり歩きだし
ます。街中を通り抜け、最後にたどり着い
たのは…？

　 『遠くまで歩く 』 柴崎 友香 （著）

　文字が大きく読みやすい大活字本。時代小説、
社会派小説にエッセイなど人気作品が揃いまし
た。ぜひ、この機会に手に取りご覧ください。

古稀を迎えても好奇心は衰え知らず。若い
うちが花？いえいえ、我が青春は、今なり！

花屋の店主志奈子は、50 歳を過ぎて地元
の刑事と結婚した。白薔薇、桜、ガーベラ、
馬酔木…。物言わぬ花たちが、事件に埋も
れた真実を教えてくれる。

＜新刊・大活字本のご案内＞

コロナウィルス感染拡大の中、作家のヤマ
ネはあるオンライン講座を担当すること
に。PC を通して語られる受講生たちの記
憶、忘れられない風景や言葉…。

電子図書館

『パンになりたい』
まるやまなお／著・絵本

パンが大好きで「パンになりたい」うさぎ
のピポ。パン屋さんにお願いしても、パン
にしてくれません。諦められないピポは、
耳から足まで小麦粉まみれになって、こっ
そりしろパンの横に並びましたが…。

おすすめの一冊

バンビ教室
ブックスタート
子育て支援（折多）
映画会
子ども読書の日記念読み聞かせ会

 ５日（土）
 11 日（金）
 18 日（金）
 19 日（土）
 26 日（土）

※うぶごえ・おくやみは、個人情報のため掲載していません。
　ご了承ください。
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今月の題字

お便り待ってます！
〈応募方法〉

　郵便もしくはメールでお便りをお寄せください。氏名（ペンネーム可）・
住所・電話番号・年齢・性別・本市へのご意見やご要望などをご記入くだ
さい。なお、紙面の都合上、ご紹介できない場合もあります。また、他者
を特定する情報は削除する場合もあります。

〈応募先〉
　〒 899-1696　阿久根市鶴見町 200 番地
　「阿久根市役所総務課  きいてよ！阿っくんコーナー」まで
　E-mail  :  hishokoho@city.akune.kagoshima.jp

  

次
号
（
４
月
号
）
は
、

  

４
月
15
日
( 火 )
発
行
予
定
で
す
。

  （２月28日現在）

前月比 

人　口 18,102人（ - 2 6 ）

男 8,597人（ - 7 ）

女 9,505人（ - 1 9 ）

世帯数 9,623 世帯（ - 2 ）

●出生� 6人/

●転入� 37人/

●死亡� 30人

●転出� 38人

卒業を前に、卒業生の４人で分担して書きました。
「阿」は心寧・「久」は美優里・「木」を琉唯斗・「艮」

を洋輔が書きました。６年生のこの１年間は、何事
も４人で力を合わせてやってきました。卒業式でも
気持ちを一つに、中学校でも仲よくしていきます。

　
学
校
給
食
の
取
材
で
脇
本
小
学
校
１
年

生
の
教
室
に
伺
い
ま
し
た
。

　
市
長
・
教
育
長
ら
と
伺
う
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
め
ず
ら
し
い
訪
問
者
を

子
ど
も
た
ち
も
心
待
ち
に
し
て
い
た
よ
う

で
す
。

　
給
食
の
準
備
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら

写
真
を
撮
ろ
う
と
、市
長
ら
よ
り
も
先
に
、

カ
メ
ラ
を
持
っ
て
教
室
に
到
着
し
ま
し
た

が
、
す
ぐ
に
子
ど
も
た
ち
が
寄
っ
て
き
て

「
あ
な
た
が
市
長
さ
ん
で
す
か
？
」
と
無

邪
気
に
尋
ね
て
き
て
、
思
わ
ず
吹
き
出
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
阿
久
根
に
は
ほ
か
の
地
域
に
負
け
な
い

お
い
し
い
食
材
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
の

で
、
子
ど
も
た
ち
に
は
、
た
く
さ
ん
食
べ

て
大
き
く
育
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
西
村
）

　

※その他事由による異動増減　－１

山下小学校６年山下小学校６年
（左から）　（左から）　沼 口  沼 口  心心

こ こ ねこ こ ね

寧寧 さ んさ ん・ 鶴 園  ・ 鶴 園  美美
み ゆ りみ ゆ り

優 里優 里 さ んさ ん・・

　 　 　 尾 﨑  　 　 　 尾 﨑  琉琉
る い とる い と

唯 斗唯 斗 さ んさ ん・ 宮 下  ・ 宮 下  洋洋
よ う す けよ う す け

輔輔 さ んさ ん

　２月21日に鶴川内小学校の児童12人が、アスリート全
国学校派遣プロジェクト「アスリーチ」による体育の授
業を受けました。
　アスリーチとは、全国の1000を超える学校にアスリー
トが訪問し、教師と共に体育授業を行い､ 子どもたちが
目標に手を届かせるきっかけとするプロジェクトです。
　同校には女子体操の畠田千

ち あ き
愛選手が来校し、講話や体

つくり運動を行いました。からだを動かす中で自分のか
らだの硬さに悲鳴をあげる児童もいましたが、終始笑顔
が絶えない授業となりました。
　畠田選手は「子どもたちが楽しく授業を受けてくれて
よかったです。何かに夢中になって何事にも頑張っても
らえたらと思います」と話しました。
　４年生の五島梓

あずさ
さんは「将来オリンピック選手になっ

て金メダルを取れるように頑張りたいです」と話しまし
た。

スポーツの楽しさ伝える

　
先
日
、
鶴
川
内
小
で
行
わ
れ
た
ア
ス

リ
ー
ト
全
国
学
校
派
遣
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
取
材
に
行
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
世

界
で
活
躍
し
た
ア
ス
リ
ー
ト
を
講
師
と

し
て
招
き
、
子
ど
も
た
ち
に
こ
れ
ま
で

の
経
験
や
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
伝
え

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
子
ど
も
た
ち
は

体
を
動
か
し
な
が
ら
、
終
始
楽
し
そ
う

に
授
業
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
私
が

小
学
生
の
頃
に
は
こ
う
い
う
経
験
が
な

か
っ
た
の
で
、
羨
ま
し
く
思
い
ま
し
た
。

　
こ
の
授
業
を
通
し
て
全
国
の
子
ど
も

た
ち
が
自
分
の
目
指

す
夢
に
向
か
っ
て
頑

張
っ
て
い
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
し
た
。

（
末
廣
）

※うぶごえ・おくやみは、個人情報のため掲載していません。
　ご了承ください。
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市役所・番所丘公園に設置したソーラーパネ
ルで発電した電気量などをお知らせします。

２月の電気地産地消量

94,621 kWh

CO2 削減量
一般家庭 264 世帯が
月間で使用する量 42.9 t-CO2

スギの木 3,062 本分
が年間で吸収する量▶

お知らせ

有料広告
掲載依頼

LINE APP ICON / iOS

CMYK

C82  M0  Y83  K0

「うにと阿久根の旬まつり」を開催します

期間 ４４月５５日 土  ～４４月3030日 水  

市内の飲食店で、市内で水揚げされる新
鮮な「うに」をはじめ、「たかえび」「き
びなご」など旬の食材を使用した料理を
提供します。

参加 市内飲食店９店舗

主催 阿久根市飲食店組合

詳しくは市観光サイトを
ご覧ください

ベンリー出水･阿久根店

0120-08-0185通話
無料

が運営しています。

出水市麓町1474

あなたの暮らしのお困りごとを解決します！あなたの暮らしのお困りごとを解決します！

W85ｘH50

株式会社マツバラ　　広報あくね　3月号　広告原稿


